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2007 年に、「きょうされん」（旧称：共同作業所全国連絡会）の 30 周年記念映画

「ふるさとをください」（脚本：ジェームス三木、監督：冨永憲治、音楽：小六禮次郎、

主演：大路恵美／芸術文化振興基金助成事業作品）の企画段階より製作を担当、

和歌山県・和歌山市・紀の川市・かつらぎ町と地元住民の全面協力を得て、風光

明媚な環境でロケを行ない、2008 年 3 月に完成させています。 

この作品は、各地の共同作業所により、既に 1000 ヶ所を越える地域で上映され、障害者への理解、特に精神

障害者問題への啓発に大きな貢献をしています。また、スペイン語字幕版により中南米での上映、英語字幕版

により英国・アジアでの上映、中国語字幕版での台湾全土での巡回上映や、山東省の障害者組織による上映

会など国際的な取組みが進んでいます。 

この企画・製作の取組みを通じて、映画のモデルともなり、ロケの舞台となった障害者福祉施設「麦の郷」との

活動の交流をベースにして、障害者の問題を描いた映画の情報の収集と作品データの作成など、その研究を

推進するために、社会福祉法人一麦会と㈲イメージ・サテライトが共同で設立したのが、「障害者映像文化研究

所」です。 

障害者が登場する映画の作品の情報を、過去の作品も含めて収集し、データ作成に取組んでいます。その

成果の一部は、『ノーマライゼーション』（日本障害者リハビリテーション協会発行の月刊誌）2010 年 5 月号に発

表しています。（内外の作品 220 本ほどのリスト） 

そして、製作・配給の方々のご理解とご協力で、優れた作品の貸出を行ない、上映普及を進めています。 

 

【研究テーマ】日本映画に描かれる障害者像、その歴史と変遷 

 

社会経済などの歴史的な動向を背景に見つつ、映画作品のなかで、障害者がどのように描かれ、如何な

る国民的な認識に結びついてきたかを分析するなかで、福祉の理解に役立つ作品活用による啓蒙を図る

と共に、福祉教育の現場での利用方向を考察します。 

①作品の情報の収集 ②作品の検討と分析評価 ③障害者映画リストの整理拡充 

 

劇、アニメ、記録という映画３分野では、毎年 400本前後が製作される中で障害者を描く作品は一定

の割合を占め、時代を反映したものも多いのです。重要な存在として障害者が登場する作品や、福祉に

プラスの内容もある一方、障害への誤解を生む作品も散見されます。 

映画『ふるさとをください』で、国内千ヵ所を越す上映会の成果を受け、障害者を描く映像の活用と

いう視点で、09年 12月より「つながり映画祭」を開催。この過程で、邦洋約 300本の情報を集め、そ

の成果を発表。これを基礎に当研究所を設立、映像分野から、独自の視点で障害者問題を調査していま

す。その後も障害者の登場する映画が公開され、リストの拡充と共に、時代に応じて作品の分析が必要

でしょう。知的・身体・精神の 3分野に関わる映像作品の調査を進め、継続的な情報収集と活用条件の

構築を目指しています。 

 

 



◆2013年 12月には、障害者週間に合わせた映像ｲﾍﾞﾝﾄ「つながり映画祭」の第 5回を 

渋谷アップリンクで開催！ 

【上映作品など内容は、きょうされんＨＰ、アップリンクＨＰをご覧ください】 

 

★2015年には「和歌山国体＆障害者ｽﾎﾟｰﾂ大会（2015年 10月 24日～）」が開催されます。 

これは、13競技＋ｵｰﾌﾟﾝ種目が和歌山県内の各地を会場にして行なわれます。 

その中では、障害者ｽﾎﾟｰﾂの花形と言われる車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙが、和歌山市内で行なわれます。 

この開催に向けて、地元の市民や青少年に理解と支持を広げるｲﾍﾞﾝﾄとして、対応する作品の 

上映普及を進めています。 

『ｳｨﾆﾝｸﾞ･ﾊﾟｽ』 劇映画 （身体障害者・車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄ）  

［配給：ｲﾒｰｼﾞ･ｻﾃﾗｲﾄ／110 分／監督：中田新一／主演：松山ｹﾝｲﾁ、堀北真希､佐藤

めぐみ／音楽：千住明］突然の事故で下半身不随となった高校生が、絶望の淵から

立ち直るのは車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄとの出会い…。家族や友人の励ましで青春を取り戻す姿を見事に演じたのは、

当時高校生で新人の松山ｹﾝｲﾁで主演第 1作。妹役に中学生の堀北真希。 

『ﾌﾟﾗｲﾄﾞ in ﾌﾞﾙｰ』 記録映画 （知的障害者・ｻｯｶｰ）  

［配給：ﾊﾟﾝﾄﾞﾗ／85分／監督：中村邦彦／NR=寺田農／出演＝06年 INAS-FID ｻｯｶｰ世界選手権大会全日本代表団］ 

困難な条件と環境を突破して、国際知的障害者ｽﾎﾟｰﾂ連盟の世界大会(ﾄﾞｲﾂ)めざしてﾌﾟﾚｰする姿を追う。

ｻｯｶｰ映像の専門家である監督が“もう 1 つのﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ”と出会い、想像を越えた活躍に感動して生み

出した記録。 

 

【関連した取組み】 

★９７年に自主製作で完成させた重度重複障害者の福祉をテーマとするドキュメンタル・ア

ニメーション「どんぐりの家」（原作・総監督：山本おさむ、音楽監督：千住明／第１回文化庁

メディア芸術祭優秀賞受賞・文部省特選・文化庁支援事業作品）は、全日本ろうあ連盟と共

同作業所全国連絡会（現 きょうされん）の支援の下、ユニークな草の根方式で全国３３００

回・１２０万人を越える成果を上げ、障害者福祉の分野で大きな反響を起こすと共に、アジア

太平洋諸国の関係者との提携により、韓国・タイ・マレーシアなど各国に広がった。また

2010 年には、モンゴルからの留学生の取組みによりモンゴル語字幕版が完成し、8 月に首

都ウランバートルでの上映が、翌年には南ｺﾞﾋﾞと首都での上映会が実現。台湾では、中国語字幕版が制作され、

巡回上映された。 

★2008 年に撮影が進められた、全日本ろうあ連盟 60 周年記念映画「ゆずり葉」（脚本・監督：早瀬憲太郎＝日

本初のろう者の監督による一般劇映画で、メイン・キャストもろう者）では、中橋常務理事が製作委員会メンバーと

してアドバイザーを務め、2009年3月の作品完成前後より、配給・宣伝プロデューサーを担当、作品の広報宣伝

と上映活動の推進にあたり、6 月の東京ﾛｰﾄﾞｼｮｰでは単館系映画館では異例の大ヒット（2週間で 5000名を越え

る盛況ぶり）を記録した。その後、全国の聴覚障害者組織が軸になり、500 ヶ所での上映会を展開している。 

★2011 年には、精神障害者の社会復帰をﾃｰﾏとするイタリア映画「人生、ここにあり！」の劇場公開をｻﾎﾟｰﾄ。

“こうした内容の作品はヒットしない”との映画業界の予想を裏切る大ヒットに導くと共に、その自主上映を展開し、

既に約 100 ヶ所の上映会を実現している。 2012 年には、うつ病の問題を描いたジョディ･フォスターの監督･主

演、メル･ギブソン主演のｱﾒﾘｶ映画「それでも、愛してる」の劇場公開をｻﾎﾟｰﾄ。 



 


